
学期 月 予定時数

4 4

5 12

6 12

7 5

33

9 9

10 9

11 12

12 6

36

1 6

2

3

6

75

・定期考査の得点で学習の理解度を評価する。

・授業態度、プリントやノートなど提出物について、授業の取り組みを評価する。

・1、２学期は学習内容の理解度を７割、授業の取り組みを３割で成績をつける。

・学年末は1、２学期の成績を踏まえて、総合的に４割以上で単位修得を認める。

③河川工事の留意事項を覚える。

④砂防ダムの掘削やコンクリート工事における留意点を覚える。

⑤舗装の構造を覚えたり、路床・路盤の施工における注意点をまとめる。

工程管理では、工程表の特徴とネットワークの計算の作

成手順をていねいに解説して理解させる。

単位数

   基礎部の施工は大切であり、安全を期さねばならない

ことを力学的な観点も交えながら理解させる。

   地盤の種類と支持力の関係についても整理させ、掘削工法などの要

点をまとめさせる。基礎地盤の改良方法についても解説を加える。

   四大管理（工程・品質・安全・原価）について理解できるように具

体的な管理業務について解説する。

１学期授業時数計
   工程管理では、工程表の特徴とネットワークの計算の作成手順をて

いねいに解説して理解を図り、品質管理では、統計的な品質管理によ

るヒストグラムや管理図の作成する。

教科・科目 工業   土木施工

  CA:幸田教科担任3学年都市工学科

◆基礎工

　①基礎の掘削 ②直接基礎工

　③杭打ち基礎工（既製杭）
　④杭打ち基礎工（場所打ち杭）

　⑤ケーソン基礎工

　⑥その他の基礎工
◆法規

　①労働基準法 ②労働安全衛生法

③建設業法④道路関係法⑤河川法

◆施工管理法

　①測量   ②設計図書

都立田無工科高等学校

3

   難しい法律の用語や条文は、図や注釈によって理解できるように説

明を補ったり、表にまとめるなどの配慮を行い平易に解説できるよう

に工夫する。

教科書
・

副教材

１．目標
　土木構造物等の施工は、さまざまな土木技術を結集したものであり、単純なものから複雑なものまで多く
の技術項目が存在する。それらを体系的に整理しながら学ぶとともに、視覚的教材から、現実の施工がど
のような状況でおこなわれているのかを学ぶ。また、専門的な施工技術と管理技術を学び、安全に施工す
る技術全般を浅く、広く学ぶ。また、秋におこなわれる2級土木施工管理技士学科試験の合格を目指す。

２．学習内容と学習上の留意点

土木施工

令和５年度　　年間授業計画

対象学年・組

単　元 指導内容・指導目標

３．評価の観点・方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１
　
学
　
期

　理解できるように実例によって分析と対策が講じることができるよ

うに留意する。

年間授業時数合計

①コンクリート構造物

②鋼構造物

２学期授業時数計

③機械・電気   ④施工計画

⑤工程管理

◆専門土木

◆専門土木

◆施工管理

２
　
学
　
期

３
学
期

３学期授業時数計


